










　2016 年 11 月 28 日、多摩大学と東海学院は協定を締結した。東海学院は 1993 年に開学した
私立大学で、現在のキャンパスは上海市閔行区にある紫竹ハイテクパークの一角（虹梅南路






　協定を受け、東海学院からは 2017 年 7 月 3 日から 7日にかけて教員 2名および学生 7名（男
子 5名、女子 2名）あわせ 9名が多摩大学を訪問した。うち教員は商学院講師の李慶華氏、お
なじく冬梅氏となる。一行はサントリー府中工場などを見学したほか、国際経営入門をはじめ





















海外留学への動機付けを並行して行った（実際に1名が 2018 年 2月から半年の留学を申請）。
　具体的な日程は下項のとおりである。往復の飛行機および宿舎は学生の出費低減を考え格安
のものを選択した。初日と最終日の空港送迎、また 9月 12 日の市内中心部視察の往復は上海
久通商旅汽車服務有限公司のバスをチャーターした。東海学院所在地は市内中心部から南西に
20 キロメートルほど離れている。今次利用した上海浦東国際空港は中心部から南東に 30 キロ
メートルほど離れており、それぞれを頂点とする鋭角三角形を描くことができる。
　1 日目：9 月 10 日（日）　東京羽田国際空港 → 上海浦東国際空港　　飛行機の出発は午前
8時 40 分であり、カウンター前集合を 6時 30 分とした。ただし設定時刻が早きに過ぎ、半数
の学生は何らかの形で近隣に宿泊したという。飛行機は 8時 50 分には飛び立ち、順調に飛行
して 10 時 30 分に上海に着陸した。なお空港には横浜在の翰林日本語学院の張恵講師にご足
労いただき、バスで宿舎へと向かった。宿舎は「錦江之星閔行呉涇店」（上海市閔行区剣川路
165 号）である。空港からは一時間ほどをかけ、午後 1時 30 分ごろに宿舎へ到着した。
1… 東海学院ホームページ、2017 年 9 月 12 日付「日本多摩大学師生 17 人来我校交流訪問」（http://pic.esu.edu.cn/
dhxw/2017/15939.html）、2017 年 9 月 15 日付「日本多摩大学師生交流訪問活動圓満結束」（http://pic.esu.edu.cn/






華東師範大学や上海交通大学の新キャンパスが次々と開かれており、2017 年 7 月 8 日には複
合型ショッピングモール呉涇宝龍広場も開業し、発展いちじるしい地域であった。その後、午
後 5時 30 分には一同で宿舎対面の部落情火鍋呉涇店を訪問、中国の鴛鴦火鍋を食した。
　2 日目：9 月 11 日（月）　大学訪問、歓迎レセプション、講義聴講　　宿舎五階には食堂があり、











　ついで 10 時 15 分より王翔宇氏・馬理明氏の先導で学内施設を見学した。まず航空学院の持
つサービス訓練用の飛行機模型を参観した。なお模型は西安飛鷹亜太航空模擬設備有限公司に
よって制作されており、中国全土へ納品を行っているという。また 10 時 30 分より銀行窓口を
再現した教室を参観した。ここでは東海学院の充実した教学環境を感じることができた。







　学内参観後には東海学院から滬華国際大酒店（鶴慶路 300 号）へ徒歩で移動、11 時 30 分よ
り多摩大学一行は李希萌氏、楊静氏、王翔宇氏、馬理明氏、張恵氏とともに会食を行った。そ
して午後 1時 30 分には大雨の降るなか東海学院への帰路についた。午後 2時からは五階 503
番教室で張恵氏より中国語の初歩につき講義を受けた。以降の講義の際には講師が 3分ほど講
義をおこない、ついで 3分ほど水盛が通訳を行い日本人学生へ伝える形式をとった。午後 4時








乗務員も異なる）に乗車し、8時 30 分集合ながら 50 分に出発した。そして迪士尼組は 9時 20
分に下車し付近の沈社公路駅より軽軌鉄道八号線へ乗車した。ここから東方体育中心駅へ、そ
こから十一号線で迪士尼駅へ進み、10時 30分に到着した。迪士尼のチケットは一日券に「平日」




















　午後 4時 20 分、迪士尼を離れ、十一号線で羅山路駅へ、そこから十六号線で龍陽路駅へ、
さらに二号線で陸家嘴駅へ向かった。午後 5時 30 分には正大広場に到着し、九階の上海料理
店「小南国」（陸家嘴西路 168 号正大広場九階）へ向かった。小南国は揚州飯店（黄浦区南京
路福建中路 345 号）や圓苑（徐匯区襄陽北路 108 号など）、蝶園（黄浦区太倉路 70 号）に続く
上海料理の有名店である。午後 7時 20 分には屋外に出たが、待ち合わせの都合によりバスが
出発したのは 35 分であった。宿舎には 8時 30 分に到着した。なおバートルは 13 日午前に帰
国するため、水盛が最終的な引き継ぎを受けた。
　4日目：9月13日（水）　講義聴講　　前日に引き続き朝食は各自でとり、午前9時に集合した。
出発は 9時 10 分となった。校舎入口での出迎えは馬理明氏と張恵氏で、午前中は一昨日に続
き張恵氏による中国語の講義を受けた。その内容は上海の交通事情や物価事情、さらには結婚
時の不動産購買に及んだ。11 時 15 分には学生食堂二階特別室へ向かう。昼食からは 7月に多
摩大学を訪問した学生 5名が合流した。なお昼食の内容は学生食堂一階の惣菜を箱弁当として
詰めたものであった。昼食の際には明日の馬理明氏へ学内企業見学を打診した。






































出発は 9時 15 分となった。今次は北 708 番商学院会議室に通され、9時 50 分より商学院講師
の何東瑾氏が「無現金社会」と題して講義を行った。その内容は、まずは中国における電子決
済の実態を、そして流行の軌跡を、さらに未来像について指摘するものであった。すでに電











し比較的に楽観している旨を回答された。講義が終わったのは 11 時 15 分であった。
　本日も学生食堂二階特別室にて箱弁当をいただく。なお馬理明氏は前日の願意に基づき学内














提供しているようである。見学を終えたのは 12 時 45 分であった。












れを惜しんで座談を行い、午後 4時 30 分になってから学生食堂へ移動し小籠包を食すことと
なった。最後に校門で日中学生が握手を行い、帰途についたのは午後 5時 30 分であった。
　宿舎到着は午後 5 時 50 分で、午後 6 時 15 分出発のところ 35 分になって最後の夕食およ
び買い物に赴いた。目指すは羊肉の串焼きを提供する「大胡子超級焼 」（永徳路生活時尚街
225 号）である。到着は午後 6時 50 分、精算を終えて出立したのは午後 8時 50 分であった。
ついで巨大スーパー「華聯吉買盛」（永徳路 419 号）を目指し、最後の買い物を行った。午後
9時 40 分に帰路につき、宿舎へ到着したのは午後 10 時 10 分であった。
　6 日目：9 月 15 日（金）　上海浦東国際空港 → 東京羽田国際空港　　水盛は学生への最後
の配分を行うため午前 7時 30 分に早朝の市街へ向かい、少額の買い物を行って高額紙幣を分
割した。バスの到着はほぼ予定どおりの午前 8時 57 分であった。ちょうど台風 18 号が上海付
近に接近しており、中国では早期警戒報道が行われていた。そこで万一の遅延欠航に備え早い
空港到着を目指した。空港到着は10時 5分、荷物預け入れが10時 35分、パスポートコントロー
ル通過が 11 時 20 分、セキュリティチェック通過が 11 時 35 分であった。そして午後 1時 45
分には離陸、日本時間午後 5時ちょうどに羽田に着陸したのであった。なお荷物引き取りなど
を終え外に出たのは午後 5時 55 分であった。その後に学生のWIFI 返還を手伝い、京浜急行

































での移動は中国語初学者にとって困難である。ただし 2020 年 12 月にはこの地域に上海地下鉄
十五号線が乗り入れ、東海学院付近にも虹梅南路駅が建設されるという。地下鉄ならば自動券
売機や自動改札を利用することで語学上の問題を回避することができる。
　とはいえ、課題は解決可能なものであり、得られた成果は広く深い。帰国後一週間ほどして
同行学生と接触する機会を得たが、みな一様に成長が見て取れた。今後も各地へ学生を引率す
べく思いを新たにした次第である。
